
公立森町病院における
医師の働き方改革

令和４年12月8日
公立森町病院院長

中村昌樹
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病院基本情報
★公立森町病院
病床数：131床（急性期病棟45床 地域包括ケア病棟48床 回復期リハビリテーション病棟38床）

診療科：常勤 内科、外科、整形外科、小児科、歯科口腔外科

非常勤 耳鼻科、泌尿器科、皮膚科

医師数：常勤11名（内科4名、外科3名、整形外科1名、小児科2名、歯科口腔外科1名） 非常勤45名

★森町家庭医療クリニック スタッフ3名（指導医2名） レジデント7名 非常勤医師5名

★森町訪問看護ステーション
看護師11名（正規5名 臨時4名 パート2名） PT1名 OT1名 事務2名

公立森町病院 森町家庭医療センター
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森町の人口ピラミッド

人口
男性8753人 女性8774人 全体17527人

高齢化率
男性32.3％ 女性39.2％ 全体35.7％

後期高齢化率
男性14.4％ 女性22.2％ 全体18.3％

令和4年4月30日

男性 女性
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静岡県の二次医療圏

人口10万人対医師数
210.2人（85.2％）

静岡県

西部
260.1人
（105.4％）

中東遠
149.7人
（60.7％）

志太榛原
164.6人
（66.7％）

静岡
240.9人
（97.6％）

富士
148.0人
（60.0％）

駿東田方
226.6人
（91.9％）

熱海伊東
224.9人
（91.2％）

賀茂
156.9人
（63.6％）

静岡県2次医療圏別人口10万人あたりの医師数
（ ）内は対全国比 平成30年12月31日現在

流入率14.2％
流出率9.7％
自己完結率
90.3％

流入率8.8％
流出率24.7％
自己完結率
75.3％

流入率5.3％
流出率18.4％
自己完結率
81.6％

流入率15.8％
流出率8.4％
自己完結率
91.6％

流入率10.5％
流出率21.3％
自己完結率
78.7％

流入率23.5％
流出率11.6％
自己完結率
88.4％

流入率29.3％
流出率38.1％
自己完結率
61.9％

流入率25.1％
流出率35.4％
自己完結率
64.6％

浜松医科大学

静岡県立総合病院 静岡がんセンター
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中東遠2次医療圏 人口465,470人
（H27年国勢調査）

1.磐田市 人口167,210人
高齢化率26.1％

2.掛川市 人口114,602人
高齢化率25.4％

3.袋井市 人口85,789人
高齢化率22.1％

4.菊川市 人口46,763人
高齢化率25.0％

5.御前崎市 人口32,578人
高齢化率26.9％

6.森町 人口18,528人
高齢化率30.8％
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公立森町病院時間帯別救急車数
中東遠総合医療センター

開設
10月から公立森町病院

深夜帯救急受け入れ制限開始
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医師業務支援における当院の取り組み
•近隣診療所・病院との連携（平成18年～20年）
•森町家庭医療センター開設（平成23年）
•在宅医療コーディネーターの配置（平成24年）
• ITシステムの活用（平成24年）
•医師事務作業補助者導入（平成26年）
•地域住民との連携・多職種連携（継続）
•救急医療体制の見直し（平成30年）
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平成3年 訪問看護開始
平成4年 訪問診療開始
平成9年 現在の公立森町病院開設

平成11年 退院支援の強化

平成20年 近隣病院と業務提携

平成21年 二次医療圏での役割の
明確化

平成22年 在宅医療の強化

平成23年 家庭医との連携強化

平成24年 多職種連携強化

平成26年 地域包括ケアの強化

平成28年 機能別病棟運営

公立森町病院の歩み
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病診連携・病病連携
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病診連携
• 町内に6診療所（今年度から5診療所）、月1回
定期的に会合を持つ

• 平成18年度から、週1回18時から22時まで診療
所の医師も当院の救急外来業務に参加。令和元
年4月に終了。

●

● 公立森町病院・森町家庭医療クリニック

● 開業診療所（6施設）

● 特別養護老人ホーム（2施設）

老人保健施設（1施設）
✕
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内科 外科 整形外科 小児科

訪問看護ステーションとの連携

■専門外来

呼吸器科・肝胆膵科・神経内科・膠原病リウマチ科・耳鼻科・泌尿
器科・皮膚科・精神科（心療内科）・血液内科・形成外科

歯科口腔外科

近隣の医療機関との連携

介護施設との連携

回復期リハビリテーション訪問診療 1次・2次救急
当直医・森町医会

公立森町病院の診療体制

家庭医療クリニックとの連携

診療所との連携
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• 平成20年1月21日「医療連携及び協力に対する協定」を、磐田市立総合
病院との間に結んだ。

救急センター
周産期医療
癌診療拠点
迅速病理診断・病理解剖

1次・2次救急医療
回復期
リハビリテーション
在宅医療

磐田市立総合病院 公立森町病院

地域医療研修初期研修医

病病連携

高度急性期 地域一般急性期

機能分化と連携

家庭医各専門分野研修 12



45床 外科・整形外科・小児科

病棟体制の変更
48床 内科 47床 内科1997年

140床

1病棟 2病棟 3病棟

45床 外科・・小児科 48床 整形外科 47床 内科2002年
140床

45床 外科・整形外科・小児科 48床 内科
38床

回復期リハビリテーション病棟
2009年
131床

45床 急性期病棟 48床 地域包括ケア病棟
38床

回復期リハビリテーション病棟
2016年
131床

内科がメインの病棟体制

45床 外科・・小児科 48床 整形外科 休止病棟2005年
93床

内科・外科・整形外科を3本柱とする病棟体制

医師・看護師不足のため１つの病棟を休止

回復期リハビリテーション病棟を導入することで3病棟体制に復活

科別の運用から機能別の運用に変更し現在に至る 13



家庭医との連携
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森町家庭医療センター

森町家庭医療クリニック

スタッフ：3名（指導医2名）

レジデント：7名
非常勤医師：5名

森町訪問看護ステーション

看護師：11名
理学療法士：1名
作業療法士：1名

平成23年12月1日稼働

若手医師の研修の場と
新たな医療の形を提供
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静岡家庭医養成プログラム
（浜松医科大学総合診療医プログラム）

このプログラムによって
2次医療圏のすべての
公立病院がつながった
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当院は、2022年に磐田市立総合病院、菊川市立総合病院とともに、ミシガン大学と静岡県のバックアップを受け、家庭医養成プログラムを立ち上げました。家庭医は、現在19番目の専門医として総合診療医が正式名称となっています。我々の協議会の寄付講座として、＊浜松医大に産婦人科家庭医療講座を立ち上げ、＊その後県の寄付講座として地域家庭医療学講座が立ち上げられました。＊そして市立御前崎総合病院も加わり、御前崎市にも家庭医療センターが建設されました。＊さらに中東遠総合医療センターも専門領域の研修を担う形で協議会に参加し、＊2次医療圏の公立病院がすべてこのプログラムで繋がる形となりました。＊＊現在このプログラムは、浜松医大を基幹施設とする浜松医科大学総合診療医プログラムに進化しています。
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三階建ての医療提供体制
磐田市立総合病院

中東遠総合医療センター

高度急性期・急性期
救命救急センター

公立森町病院

領域別専門医

急性期・回復期
地域包括ケアシステムの中心的役割

科別総合医

森町家庭医療センター
（森町家庭医療クリニック・
森町訪問看護ステーション）

外来・在宅医療
かかりつけ医機能
家庭医

（総合診療医）

生活圏の医療
（地域包括ケアシステムの一翼を担う）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
森町では、家庭医が外来と在宅医療の専門性を、当院がそれをバックアップする入院機能を担い、さらに専門的な医療が必要な場合は磐田市立総合病院と中東遠総合医療センターがバックアップするという形で、3階建ての医療提供体制を構築してきました。当院と家庭医療センターが一体的に地域包括ケアシステムの中心的役割を果たすことで日常的な健康管理を行い、重症化を防ぐことが医師の働き方改革にも貢献するものと考えています。一方磐田市立総合病院と中東遠総合医療センターのような高度急性期病院は、働き方改革のためには医師数の充足が必要であると思われます。地域における機能が同じ2つの病院を統合したことで、中東遠総合医療センターが中核的機能を果たすことができるようになり、当院も生活圏のに医療に特化することが可能となりました。まずは基幹病院がその役割を果たしてこそ機能分化と連携が成り立つもの思われます。



当直担当医の割合
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科別年度別医師呼び出し件数 H18年～R2年
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在宅医療コーディネーターの配置
ITシステムの活用

医師事務作業補助者の導入
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在宅医療コーディネーターの配置

地域医療支援室に業務が集中していたことから、平成24年に在宅医療連携拠点事業を受
託したことを契機として、訪問診療支援業務の専門部署として「在宅医療支援室」を設
置し、在宅医療コーディネーターの育成に取り組んできた。

森町訪問看護ステーション 地域医療連携室

森町訪問看護ステーション 地域医療連携室在宅医療支援室

訪問看護
訪問リハビリテーション

MSW
事務職
専任看護師

MSW、事務職、専任看護師
他医療機関・介護施設との窓口
退院支援

在宅医療コーディネーター
（看護師、MSW、事務職）
訪問診療の補助業務

看護師、ケアマネージャー
理学療法士、事務職
訪問看護、訪問リハビリテーション
居宅支援業務、グループホームとの連携

森町家庭医療センター内

公立森町病院内

他施設との連携窓口
医療福祉相談
退院支援
訪問診療補助

公立森町病院内
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患者・家族

在宅医療コーディネーター

訪問看護ステーション

在宅主治医
治療専門医 待機番医師

病棟・外来看護師
薬剤師 PT・OT・ST

在宅医療コーディネーターの役割
★訪問診療の補助業務（訪問診療の日程調整、移動の補助、必要物品の準備、訪問
診療の記録補助、患者情報管理など）
★患者、家族により近い立場の相談相手、専門職種への情報伝達
★２４時間コール・センターの役割
★多職種合同カンファレンスの設定、その他在宅医療全般の地域の相談窓口

ダブル主治医制

地域包括支援センター

栄養士
介護施設

ケアマネ

地域医療連携室

在宅医療コーディネーター
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大往生を支えるには

かかりつけ医

在宅医療コーディネーター（在宅医療支援室）

医療連携 ふじのくにねっと（電子カルテの共有）

多職種連携 シズケア＊かけはし

入院主治医
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20開示施設128参照施設
合計148施設が参加

（令和4年8月31日現在）

施設種類 開示施設数 参照施設数

中核病院 19 15

診療所 1 78

保険薬局 31

訪問看護
ステーション

3

介護保険施設 1

合計 20 128

1．参加施設数

開示施設名
開示
患者数

開示施設名
開示

患者数
開示施設名

開示
患者数

伊豆今井浜病院 0 静岡県立こころの医療ｾﾝﾀｰ 16 菊川市立総合病院 1,717
下田メディカルセンター 0 静岡市立静岡病院 717 中東遠総合医療ｾﾝﾀｰ 2,869
富士市立中央病院 2,704 焼津市立総合病院 1,028 公立森町病院 592

桜ヶ丘病院（2020.3退会時の実績） 1,335 藤枝市立総合病院 620 磐田市立総合病院 1,339
静岡県立こども病院 106 川根本町いやしの里診療所 817 退会1施設 23
静岡済生会総合病院 2,094 島田市立総合医療ｾﾝﾀｰ 1,324

計 46,759 名
（令和4年8月31日 現在）

アール・アンド・オー 215 榛原総合病院 797
静岡県立総合病院 24,816 市立御前崎総合病院 3,630

2．開示患者数（累計）

ふじのくにねっと開示施設in静岡県

25

現在の開示施設

★令和4年度 桜ヶ丘病院（静岡市清水区）が開示病院になりました。（令和4年中に稼働予定）

http://map.yahoo.co.jp/cm/imap/admi22.map


静岡県地域包括ケア情報システム
～シズケア・かけはし～

静岡県医師会 シズケアサポートセンターホムページから26



沼津医師会

静岡市静岡医師会

志太医師会

小笠医師会

磐周医師会

（当院所属）

磐田市医師会
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賀茂医師会

田方医師会

伊東市医師会

熱海市医師会

御殿場市医師会

三島市医師会

沼津医師会

富士市医師会

富士宮市医師会

静岡市清水医師会

静岡市静岡医師会

焼津市医師会

志太医師会

島田市医師会

榛原医師会

小笠医師会

磐周医師会

磐田市医師会

浜松市医師会

浜名医師会

浜松市浜北医師会
27



• 外来診療でのカルテ入力補助業務の他、各種診断書・証明書、
紹介状やサマリーの記載などの支援

• 「医師事務作業補助者研修会」受講だけでなく、日本医療情報
学会が開催する「医療情報基礎知識検定試験」を受験

医師事務作業補助者の導入

61.8%

85.2%
77.6%

91.8% 90.9% 93.0% 96.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

年度別期限内医師文書完成率 （上半期の比較）
医師事務作業補助者採用
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地域住民との連携・多職種連携

29



地域住民との連携
• 平成11年に、病院ボランティア組織「かわせみ」発足。
• 平成12年度から、町長、町会議員、役場職員も参加し、院内部署別
目標発表会を年1回開催。後に住民ボランティアも参加するように
なった。

• 平成22年、住民有志からなる「森町病院友の会」発足。
• 平成22年度から、町内各戸に配布された同報無線機を通して、月1
回病院から情報発信を行ってきた。

• 平成24年度から、年3回「多職種合同カンファレンス」を開催し、
民生委員も参加。

30



ボランティア「かわせみ」

1998年発足 年に1回病院職員と合同の旅行31



公立森町病院院内部署別目標発表会

平成12年度から毎年、町長、町議会議員、役場の課長、ボランティア、民生委員、森町病院友の会会員
なども交えて恒例の行事として行ってきた

32



森町病院友の会
平成22年9月に設立され、地域懇談会などを通じて、病院と住民の架け橋となっている。

発起人の方々と

森地区地域懇談会

第1回総会

三倉地区地域懇談会
33



多職種合同カンファレンス

参加者数

年間テーマ
H24年度 在宅医療の課題抽出と解決策の検討
H25年度 認知症ケアのネットワーク構築
H26年度 各事業所の取り組み
H27年度 異業種間の情報共有のしくみづくり
H28年度 人々の生活を支える専門職の役割
H29年度 地域で支える認知症
H30年度 地域ぐるみの健康づくり
R1年度 健康づくりと終末期

参加者
医師・歯科医師・薬剤師・看護師・PT・ST・OT
ケアマネージャー・地域包括支援センター職員
在宅医療コーディネーター・介護施設職員・栄養士
森町役場保健福祉課職員・生活支援コーディネーター
事務職・民生委員・「森町病院友の会」会員 等

第1回 第2回 第3回 平均
H24年度 59 66 68 64.3
H25年度 76 64 65 68.3
H26年度 103 71 63 79.0
H27年度 63 81 77 73.7
H28年度 81 82 85 82.7
H29年度 69 88 74 77.0
H30年度 101 73 60 78.0
R1年度 89 66 62 72.3 34


Sheet1

		多職種合同カンファレンス出席者数 タ ショクシュ ゴウドウ シュッセキシャ スウ

				第1回 ダイ カイ		第2回 ダイ カイ		第3回 ダイ カイ		平均 ヘイキン

		H24年度 ネンド		59		66		68		64.3

		H25年度 ネンド		76		64		65		68.3

		H26年度 ネンド		103		71		63		79.0

		H27年度 ネンド		63		81		77		73.7

		H28年度 ネンド		81		82		85		82.7

		H29年度 ネンド		69		88		74		77.0

		H30年度 ネンド		101		73		60		78.0

		R1年度 ネンド		89		66		62		72.3







救急医療体制の見直し
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勤務体制の変更
8：15～17：00 通常勤務 17：00～8：15 宿直（当直扱い）

平日

8：15～17：00 通常勤務 17：00～22；30
宿直（労働時間）

平日
22：30～6；00

休憩時間

8：15～8：15 日直・宿直業務（当直扱い）

土日・祝日

8：15～22：00 日直・宿直（労働時間）

土日・祝日
22：30～6；00

休憩時間

日直・宿直は当直手当+患者対応などの実質労働時間分の時間外労働手当を支給

日直・宿直はすべて労働時間として扱い、平日の宿直時間1回に対して、通常業務時間の半日を2回
に分けて振替休日として取得することとした

変
更
前

変
更
後
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平成30年度と令和元年度の4月～6月の
時間帯別時間外患者数
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森町住民の時間外受診者数
（中東遠圏域内）
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森町住民時間外受診率の変化
森町住民時間外受診者数（中東遠圏域内）/森町人口

（平成21年度を１とした場合の比率）
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■勤務管理システム（令和2年10月導入）

電子カルテシステムから申請・管理
・時間外労働の申請、管理
・年次有給休暇、夏期休暇の申請、残数管理

ICカードによる出退勤打刻

管理者側での承認、各種申請の一覧管理 40
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月別医師時間外業務内容

コロナワクチン接種対応 会議・委員会 業務延長 救急対応
新入院対応 休日病棟回診 病棟コール 手術・検査
面談 文書・カルテ 施設対応（検死含） 振替休日
緊急呼出

R3年 R4年

時間
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医師時間外労働業務内容割合

34.6%

18.4%12.8%

8.7%

7.5%

4.6%
3.8% 3.6% 2.2% 1.2%0.9% 0.9% 0.8%

休日病棟回診 業務延長 手術・検査 コロナワクチン接種対応
新入院対応 振替休日 救急対応 病棟コール
会議・委員会 緊急呼出 文書・カルテ 面談
施設対応（検死含）
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森町病院医師時間外労働時間の推移
年間平均

394:42
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340:18
305:54
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96:00

144:00

192:00

240:00

288:00

336:00

384:00

432:00

H29 H30 R1 R2 R3
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公立森町病院の取り組み
• 関連機関との連携体制構築
• 総合的診療能力を持つ医師の育成・予防医療の重視
• 多職種連携

• IT、医師事務作業補助者の活用
• 救急医療体制の見直し
• 勤怠管理システムの導入

• 地域住民への情報発信と協力体制確立

医師の業務改善は、病院単独の努力だけでは困難であり、
関連機関・行政・住民も巻き込んだ協力体制が必要である。

①機能分化と連携

②システム構築

③情報発信
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